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 第１３号 

あびこ浩子 

ゆめ・みらい通信 

茨木市東太田の東芝跡地に建設予定の

「スマートコミュニティ構想」では、街

をあげてエネルギー循環をコントロール

していく新しい技術が実用化されていこ

うとしています。震災後から専門家の間

で言われていたスマートコミュニティ構

想がこれまで、国の研究でしかなかった

モデル事業だったのですが、茨木市でも

実現されるということに、新しいエネル

ギー循環の在り方を身近に考える機会と

なりました。 

 子育て支援の様々な研究会もたくさん

東北で開催されました。テーマとして災

害支援をメインに据え、いっしょに考え

る機会としたことや、東北への観光支援

も兼ねていました。 

 保育所・園で一人も子どもたちの犠牲

者を出さなかった実践の話を聞き、危機

管理の在り方を改めて考えさせられまし

た。今後私たちが生かすべき被災地の生

の声を胸に災害時の対応をいっしょに考

えたいと思います。 
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東日本大震災から１年・・・ 

希望への一歩を！ 

～私たちの変わらぬ思いを届け続けること～ 

【あびこ浩子プロフィール】 

玉櫛小・南中卒業／1980大阪府立千里

高校卒業／1984関西大学文学部卒
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市研究科共生社会研究分野修士課程

修了、大学時代銭原キャンプ場でカ

ウンセラーとして活動 
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木市立三島中学校へ転任1990退

職／2000沢池幼稚園PTA会長／2002
穂積小PTA会長／2006茨木市PTA協議

会会長／2004NPO法人

Chacha－House 代表理事/2006穂

積小校区青少年健全育成運動協議会

会長／2006NPO法人子育て広場全国

連絡協議会理事／2011穂積地区自主

防災会会長 

2008・4茨木市議会議員補欠選挙で初
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茨木市議会議員／夫、長女（大４）次

女（大１）･長男（高２）の5人家族 

連絡先：（あびこ浩子事務所）茨木市中穂積3丁目１－３５ 

     TEL＆FAX 072ｰ601-0569 

    （自宅）茨木市穂積台１２－５０３  

    ウエブサイト：http://www.hcn.zaq.ne.jp/abiko-h/ 

 みなさま、いつもお世話になっており

ます。あびこ浩子です。 

 東日本大震災から1年が経過しまし

た。この1年、地震の被害から逃れて茨

木市に避難されてこられた方たちとの交

流や地元の方々との支援、追手門大学の

先生や学生さんたちによる支援、また、

大阪市立大学共生社会研究科により「新

しい公共」事業補助金を得ての気仙沼支

援の中で北摂つばさ高校と気仙沼高校生

との交流などの支援や茨木市社会福祉協

議会や茨木市役所を挙げての義捐金、支

援物資の募集活動、思い返せばたくさん

の支援が繰り広げられてきました。みな

さんの温かい心を日々感じた1年でもあ

りました。 

 また、原発の怖さを思い知らされた1
年でもありました。節電対応をみなさん

で頑張った1年でもありました。まだま

だ今年の夏の節電に向けて協力お願の報

道も続いています。これまでのように好

きなだけ電気を使うのではない、限りあ

る電気を大切に使っていく生活の知恵を

考えさせられ実行した1年でもありまし

た。 

東日本大震災追悼イベント三島 

キャンドルナイト 総持寺公園 
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2012年3月定例議会報告 

＜あびこ浩子の実感＞ 

今こそ、地域力の出番だと

実感します。 

どんなことがあっても、み

んなで知恵と力を出し合え

る、そんな「まち」だと良

いな。 

身近なまちで防災の街づく

りには地域での繋がりが欠

かせません。 
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あびこ浩子 

ゆめ・みらい通信 

地域福祉ネットワークの検証について～ＰＡＲＴ３～ 

（茨木市総合福祉計画策定にあたって） 
阪急南茨木駅前「サンチャイルド」

除幕式に参加しました。 
 これまで引き続き質問をしてきた

「地域福祉ネットワーク」の再構築

について、この1年の取り組みか

ら、検証結果についてお聞きしまし

た。 

実際には9月議会の民生常任委員会

において「地域福祉策定懇談会にお

いても検証の議論を行う」とのご答

弁をいただいており、策定懇談会で

の内容をお聞きしました。 

 次年度はモデル事業で実施した

「沢池・西地区」にプラスして5校

区においても本格的に「健康福祉

ネットワーク」を展開するとのこと

で約500万円の予算が計上されてい

ます。 

 7月より「地域の身近な相談窓

口」としてモデル的に沢池公民館、

西公民館で「相談窓口」が設置され

ました。民生委員さんが窓口で相談

にのっていただけるようになりまし

た。実際には、市職員が一緒に窓口

につき相談体制を支えてこられまし

た。市が直営で相談を受ける体制と

して、生活保護のケースワーカーさ

んや健康福祉部で地域担当を決めら

れて相談をまずは福祉政策課で受

け、その後、CSWさんに指示すると

いう体制でやってこられました。民

生委員さんの相談力がUPして、地域

での相談体制が強化できたとのこと

でした。 

 身近な場所で相談できることはと

てもありがたいことですが、計画の

中に「これまで健康福祉ネットワー

クとしてCSWを中心に見守り支援等

を展開してきた」との記載があり発

見と相談が機能していたにも関わら

ず、この1年、市職員と一緒に民生

委員さんに相談窓口担当をしていた

だいてきました。次年度7地区にな

ることで職員さんの人件費の増大や

ケースワーカーの方の過重労働を心

配してもいます。是非十分に相談対

応できるよう市職員の増員配置によ

り民生委員さんをバックアップして

いただけるようにお願いしました。 
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 第１３号 

学校におけるハンセン病問題の取り組みについて 

～次年度中学校公民教科書に記載されることで～ 
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 現在茨木市では「第2次茨木市男女共同参

画計画」を策定中です。 

 この計画には国の第3次男女共同参画計画

での変更点について、取り入れながら策定

される予定であるとの以前の私の質問への

ご答弁をいただいていおりましたので、改

めて内容について、また考え方についてお

聞きしました。 

 国の第3次男女共同参画計画には、ニュー

ヨーク国連本部での日本報告に対する勧告

に基づいて改定されてきた内容が取り込ま

れています。その中で「複合差別」の視点

について考え方を質問しました。女性であ

ることの生き難さに加えて、高齢者、障が

い者・外国人・同和問題などの困難を抱え

る方々についての取り組みが、茨木市の計

画には詳しく表記はないが、きちんと取

り組むとのご答弁でした。 

 男女共生センター・ローズWAMは現

在男性も多く利用され、地域の人権拠点と

して機能しています。ローズWAMができ

る前、クリエイトセンター内に女性セン

ターが設置されていた頃に子連れで「女性

フェスタ実行委員」をさせていただいてい

ました。当時女性しかいなかった実行委員

に現在では男性も参加されており、高齢化

と共に地域で活躍する男性も増え、その活

動拠点としてローズWAMを利用してもら

えることにとてもうれしく感じています。

男女の別なく共に活動できる仲間として人

権課題に取り組み、暮らしやすい茨木市つ

くりになることを願っています。 

第2次茨木市男女共同参画計画について 

 平成24年度から採用されるすべての中学校公民

教科書に「ハンセン病問題」が取り上げられるこ

ととなりました。 

 そこで私は、この課題についてこれまでどのよ

うな取り組みが学校でされてきたのか、そして今

後の取り組みをどのように考えておられるのかを

お聞きしました。 

 ハンセン病は国による隔離政策により、長年

「怖い病」として忌み嫌われてきました。患者は

療養所に隔離され、死ぬまで出られなかったので

す。患者の家族も一緒に差別されることから療養

所に入所と同時に名前を変え、死んだこととされ

た方が多かったのです。実際には薬により完治す

ることが分かってからも隔離政策は続けられてき

ました。その結果、故郷に帰りたくても帰れない

方々、そして今も残る差別の現実に患者であった

ことを語れない方々。そのような現実を正しく次

世代を担う子どもたちに伝え、社会による差別の

構造を学ぶことで、みなさんがいきいきと暮らせ

る社会を作っていってほしいとの思いがありま

す。これまで学校では厚生労働省が配布する中学1
年生への「ハンセン病のむこう側」というパンフ

レットを配布してきたとのことでした。できるな

ら単に配布するだけでなく、内容に踏み込めるよ

うに、そして先生方や子どもたちに当事者の生の

声を聴く機会を持てるようにしてほしいとお願い

しました。出会って話して・・・そこから本当の

理解が始まると、当事者のみなさんと活動させて

いただきながらいつも私は感じています。 

「街デイほづみ１周

年記念イベント」石

田英司さんたちの

歌声に、皆さん一

緒に歌いながら楽

しい時間をすごしま
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茨木市中穂積３丁目１－３５ 

電話＆FAX  ０７２（６０１）０５６９ 

Email: abiko-h@hcn.zaq.ne.jp 

あびこ浩子事務所 

お互いさまと思える茨木に! 

生活者の視点を政治に！ 

HP： http://www.hcn.zaq.ne.jp/abiko-h/ 

facebook「安孫子浩子」、twitter（＠abiko_h) 

始めました。 

皆様へ 現在、腰椎椎間板ヘルニアの療養中で、ドクターストップの為に、毎週

火曜日朝７：３０～８：３０のＪＲ茨木駅西口で街頭報告会をお休みさせていた

だいています。一日も早く駅頭で皆さんにお会いできる日を待望しながらリハビ

リに励んでおります。しばらくお待ちくださいませ。<m(__)m> 

 民生常任委員会にて質問しました。 

「健康アンケート」について 

 高齢介護課が実施している「健康ア

ンケート」は、65歳以上で介護認定を

受けておられない方全員を対象に実施

されました。介護保険を利用されてい

る方には何らかの福祉の手が届いてお

り、健康状態や生活上の相談を受けて

いるわけですが、介護保険にかかって

おられない方がどのような状況におら

れるのか、受けるべき支援サービスを

受けておられないのではないか？との

思いから実施されました。 

 調査の結果、対象者43,423人のう

ち回答者が36,378人、そのうち要援

護者は各種サービスにつなぎ、国基準

二次予防事業対象者が11,000人おら
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民生常任委員会にて 

健康アンケート（高齢介護課による）について 

2012年3月14日、西陵中学校卒

業式。毎年素晴らしい歌声と言

葉に涙なしには聞けません。子

どもたちに素晴らしい未来が訪

れることを願ってやみません。 

JR茨木駅の東京三菱UFJ前に 

信号機が設置されました！ 

れ、うち茨木市基準二次予防事業対象者4,708人とわかりま

した。また未回答者7,045人を追跡し、全把握に向けて動い

ています。介護予防事業への参加を待つだけでないこのきめ

細かい取り組みによって、知らないうちに孤独死されていた

ような事態に至らないように、大いに期待するものです。 

 三菱東京UFJ銀行前の横断歩

道に信号機が設置され稼働して

います。これまでは「みんなで

渡れば怖くない！」と渡ってい

ましたが、待てば渡れるように

なりました。最初の頃、係員の

方が信号機前で誘導されていた

のがちょっと不思議な感じでし

たね(*^_^*) 


